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研究の動機: 
音楽と数学に結びつきがあることを知
り、高速で計算できるAIなら良い音楽
を作れるのではないかと考えたから。 

研究方法: 
  例えばChatGPTのようなAIは、チャットを 
 続けることで理想的に教育することができ 
 る。 
  ここでは、ChatGPTを用いて、AIに命令 
 を重ねながら音楽の元の出力を作らせ 
 る。 
  作成させた元を適切な環境に読み込ま 
 せ、音楽として完成させる。 
  命令や機械学習を重ねることで、 AIがど 
 のような出力をするかを調べ、成果物に 
 どのような法則性や数学的な観点がある 
 かを調べる。 
 
  図: (初期段階で出力した楽曲データの例) 

必要な道具: 
　パソコン (下記の実行) 

　Visual Studio Code (AIからの出力を実行)  

  ChatGPT -4.0 (今回用いるAI) 
　Reaper (DTMソフト: Midiデータの管理・編集に用いる) 

仮説: 
 　AIに教育を重ねていくことで、次第に出
力の完成度が高くなるのではないか。 
 また、AIの機械学習は、比や関数などの
数学的性質と似た原理で行っているので
はないか。(例: 全体的な音程の構成を黄
金比などの良い比に基づいているなど) 
 

研究計画: 
 
　4〜7月:
　 ChatGPTに様々な楽曲データを読み 
 込ませる。(楽曲データをMidi等に変換し、 

    ChatGPTでも読み込めるような形態にする。)

  教育の段階に分けたChatGPTから 
 出力を得て、そのデータをまとめ
る。 
  結果をもとに改善点を考え、それを 
 改善できるように反復学習を繰り返 
 す。

 
 9〜12月:
   まとめたデータからChatGPTがどの 
 ような法則で音楽を作成しているの 
 かを様々な視点*から考察する。 
  *(例:音声波形を関数とみなす、過程による音 

  声の特徴の違いを考える等) 
  

 
 

参考文献:
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研究の目的: 
  AIでどのくらいのレベルの音楽を作れる
か知り、教育を重ねることを通してAI機械
学習の背景を考察する。  


